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波形の相似な地震群を用いた福島沖プレート境界域の地震活動

Seismicity around plate boundary off Fukushima using earthquakes with similar

waveforms
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１９９８年８月、福島沖海溝陸側斜面上の地震発生域東縁（サイスミックフロント）付近で海底地震観測を行
った。地震は沈み込むプレートの屈曲部周辺からスラブの上面に沿って起こるが、その大半は海洋性地殻内に分
布する。地震発生域の底部付近には波形の相似な地震群が多数発生しており、各地震群は深さ方向に伸びた形状
を呈する。初動の押し引きから各地震群の断層タイプを特定するのは難しいが、プレート境界面に沿う低角逆断
層タイプとは明らかに異なる。福島沖のサイスミックフロント周辺では、沈み込むプレート上部がb e n d i n gにより
破砕され、沈み込み角度より高角な断層面を持つ破壊が海洋性地殻内で発生していると考えられる。

東北日本は世界で最も地震観測網の発達した地域の一つで、島弧下に沈み込む太平洋プレートの形状および震
源分布が高精度に求められている。しかし、プレートの沈み込みに伴なって地震が起こり始める領域(以下、「サ
イスミック

フロント」[ 1 ]と呼ぶ）では、陸上の観測網から遠く、地殻の構造が不均質であるために、震源域の形状がよく
分かっていない。サイスミックフロントは、プレート境界で発生する大地震のはじまりとも関係していると考え
られ、その地震活動を精密に求めることは沈み込み帯のテクトニクスを明らかにする上で重要である。本講演で
は前回[ 2 ]に続き、福島沖の日本海溝陸側斜面上に設置した海底地震計アレイによって得られたデータを用いて、
サイスミックフロントにおける地震の性質と震源域の形状を明らかにする。

得られた震源分布は西に緩やかに傾斜する帯状を呈し、構造探査で得られたスラブ上面の形状 [ 3 ]によく一致す
る。これらの地震は沈み込むプレートの屈曲部周辺に集中し、それより陸側では発生しているが、海側ではほと
んど発生していない。そのため、福島沖では海洋プレートの屈曲部がサイスミックフロントに対応していると考
えられる。この地震発生域は深さ方向に10kmほどの厚みを持ち、その上部がプレート境界にほぼ一致する。一方、
その底部付近には、互いに良く似た波形を持つ地震（相似地震）群が多数検出された。こうした相似地震群は、
内陸や近海で起こる前震や群発地震にしばしば見られるが、サイスミックフロントにおける報告例はない。これ
らの地震はマグニチュードが1～2ほどで、観測された全ての地震の中で相対的に小さく、短時間のうちに連続し
て発生する傾向がある。観測期間中、5個以上の相似地震から成る相似地震群が5つ見つかり、これらに対して波
形のクロススペクトル解析(CSAM [4])とマスターイベント法による高精度震源決定を行った。各相似地震群は水
平方向に2 0 0～3 0 0 m、深さ方向に5 0 0～6 0 0 mの広がりを持ち、深さ方向に伸びた形状を呈する。相似地震は波形の
相似性から、同一の断層面上、同一のメカニズムで起こっていると考えられるが、各相似地震群の分布形態から
推定される断層面の傾きは、プレート境界面の傾きより高角である。ただし、異なる相似地震群の間では、その
分布形態も、初動の押し引き分布から予想される震源メカニズム解も異なる。観測点が少ないために、各相似地
震群の断層タイプを特定することは難しいが、プレート境界面に沿う低角逆断層タイプとは明らかに異なるよう
である。

以上の点から、福島沖のサイスミックフロント周辺では、沈み込む海洋性地殻内部で起こる地震が存在すると
結論できる。これらの地震はプレート境界面の傾斜角よりも高角で、特定の方向を向かない断層面を持つことか
ら、沈み込む太平洋プレート上部がbendingにより複雑に破砕されていると考えられる。
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